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充 実 空 洞 の 研 究

(3)充 実空洞 と石灰沈着

小 原 幸 信

京都大学結核研究所第二部 (名誉教授 岩井孝義
教 授 辻 周介)

受 付 昭 科 弱 年1月10日

I序

結核病巣 の石灰化は,病 巣 治癒 の臨床 的な根拠 の1つ

にに数え られ,昔 よ り注 目されて きた現象 であ る。したが

つ て いれに関係 した多数の報告 をみ るいとが で きる。そ

の うちで も,肺 の初感染巣お よびその リンパ腺巣 は,石

灰化 を残 して治癒 す る場合が 多 く,逆 ににレン トゲ ン写真

上石灰化病巣 を指標 として初感染群 を指摘 してい るのが

現状 であ る。いの石灰化 し易い初感染巣 にに対 し,再 感染

巣 あ るい は二次巣 と呼 ばれ る肺病巣の石灰化 し難い い と

は,何 にに原因す るので あろ うか。 また二次病巣中で も石

灰化 の強い病巣,あ るい は個体 をみるい とがで きるので

あ るが,一 見 同様 の条件 を有す ると思われ るいれ らの病

巣 におい て,石灰沈着 の差異 を齎す原因は何で あろ うか。

また石灰沈着 を起す場合 に,石 灰は如何な る条件の もと

に,如 何な る機作 を介 して,如 何な る基 質にに,ど のよ う

な状態 で沈着す る ものであ ろ うか。病巣 石灰化 に関す る

過去の多 くの文献 も,い れ らの疑問に答 え る もの として

は,極 く限 られた範 囲の ものを挙 げ うるにす ぎないであ

ろう。

著者 は従来,切 除肺 の病理組織学 的検索 に専心 し,前篇

に述べ たよ うに,被 包乾酪巣 の うち1に乾酪巣 と充実空洞

とを組織学的 にに区別すべ きい とを明 らか ににし,充 実空洞

な る範疇 を確立 したので ある。 いの検索 は切片標本の顕

微鏡に よる観察 にによつて行われた もので あるが,病 巣の

石 灰化 が切 片標 本作成の手技 を,著 し く困難な もの とす

るいとを経験 したのであ る。 いとに石 灰の沈着 は被包化

の強 い,嘗 ての空洞 の遺残病巣 に著 朗であ り,空 洞化 の

経歴 のない乾酪巣 は,比 較 的切片作成が容易 であつ た。

いの事実 よ り著者 は,充 実空洞 と石灰化 との関係 に思い

を致 したの である。以下 はかか る観点 よ り検索 した病巣

の石灰化 に関す る成績の報告で ある。 したがつ ていの研

究は,病 巣の石 灰化 に関す る問題の うちで も,そ の石灰

沈 着部位 についての検 索が主体 となつてい る の で ある

が,石 灰化が空洞 の充実部位に起 る とい う発見 を基 とし

て,そ の石灰化 の機序にに関 して も,多 少の事実 を提供 す

るい とがで きる もの と思 う。

II検 索材料な らび に方法

検索材料は京都大学結核研究所,和 風会医学研究所附

属加茂川病院,新 三菱重工桂病院1に入院 して肺手術 を受

けた患者の切 除肺,約70例 に含まれた病巣 であ る。

切除肺病巣は肉眼的 にに検 したの ち,そ の組織 片を切 出

し,型 の如 くパ ラフィン切 片 とした。切 片標本 は,い れ

にヘマ トキシ リン・エオ ジン染色,Elastic aVan Gieson

染色,Wielschowsky-Mareschに によ る格 子線維 の鍍銀

染 色(岡 氏変法)等 を施行 し,い れ にによつて充実空洞 を

確認 し,他 方 いれ らの切 片標本ににす ぐ隣接 した切 片標 本

1にKossa氏 石灰染色 を施 して,石 灰沈 着の有 無 を 検 索

し,他 の染色標本 と対象 しなが ら検討 した。

III検 索 成 績

a.被 包乾 酪巣 ににおけ る石灰の沈着部位

レ線 写真 上石灰沈着巣 と認 め られ るもの,あ るいは切

除肺 の肉眼 的観察 で,石 灰化巣 あ るい は白亜化巣 として

石灰沈着の 明 らか な病巣等は,切 片標本の検索 を待つ ま

で もな く,病 巣への石灰の沈着 を認 めるいとがで きる。

いの場合にに,石 灰沈着の認め られ る病巣は,被 包乾 酪巣

と呼ばれ る蜘 口病巣が多いのであ るが,石 灰 の沈 着はそ

の被包乾 酪巣の被膜 を除いた全 体にに及ぶ いと もあれば,

またその病巣 の一小局部 にに限定 され るいと もあ る。 した

がつ て病巣 内での石灰沈着 の部位 を,そ の周 囲病変 との

関係 ににおいて明 らか1にす るためには,是 非 とも切片標本

にによ る検査が必要 であ る。切片標本作成 に当つ て,脱 灰

を要す るほどの石灰化,あ るいは白亜化に近い石灰沈着

部位は,ヘ マ トキシ リンに著明1に染色 され るいとに よつ

て,そ の石灰化 を認め るいとがで きる。 しか し石灰沈着

の有無 を確 認す るため1には,そ の特殊染色で あるKossa

の法を使用 す るのが よい。 いれにによつ てヘマ トキ シ リン

で紫 に染 る部位 は もち ろん,ヘ マ トキシ リンで染色 され

ぬ微量 の,あ るい は別種 の錯塩 をなす石灰 を明 らか にす

るいとが で きる。

著者 の検索対象 となっ た切除肺で は,初 感染巣 と日さ

れ る病巣が な く,そ のほ とん どが 二次病巣 であつ た。 い

れ らの病巣 の うちKossaの 方法,あ るいは ヘマ トキシ リ

ンで石灰沈着 の認め得 る病巣 と,認 め得 ない病巣 とを区

別 す ると次 の如 くであ る。石灰沈着 の認 め られ ない病巣
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としては,滲 出の強 い肺 胞炎,剥 離性肺炎,類 上皮細胞結

節あ るいは類 上皮細 胞の浸 出巣,増 殖性 の細胞浸潤巣,線

維化 巣,酷 子化 あ るいは膠 原沈着巣,あ るい は以 上の諸

病巣 の壊死巣(著 者 らが第1編 で乾 酪巣 と定 義 し た も

の),空 洞化 した乾酪巣 中の乾酪物 質の大部分,空 洞 の

化 膿膜 と呼ばれ る好 中球滲 出巣 あ るいはその新 しい壊死

巣,漿 液性 の強い空洞 内滲 出物あ るい は空洞 にに潴溜 した

粘液(充 実空洞 の一部),壊 死 のみ られない気管支炎お よ

び乾 酪性気管 支炎 あ るいは いれ らの線維 性瘢痕化巣等が

あ る。他方石灰沈着 の認め られ る病巣 は,壊 死 した病巣

に限 られてお り,そ の うちで も充 実空洞 の空洞充実部が

その大部分を占め,他 は部 分充 実空洞 の残存乾酪巣 の一

部,空 洞壁の一部,も との気管支鰹 内に隔離残留 した好

中球壊死 物質等 であ る(写 真1～8)。

写真1は 典 型的な充 実空洞 で,肉 眼 的にには被包乾酪巣

で あるが,そ の壊死部 には全 く線維構造 を認 め ず,被 膜

には硝子化に近 い線維北 が進行 し,も との灌 注気管支 は

空洞接合部 で瘢痕性 に閉塞 してい る。 レ線 写真 上では,

線 吸収の比較 的強い安 定 した類 円形巣 であ り,切 除標本

の肉眼的観察では,白 亜化 に近 い豆腐様感 あ るやや軟 か

い病巣で,切 片標 本作 成時には脱灰の必要 を認 めなかつ

たが,染 色標本では,中 心の壊死部 はヘマ トキシ リン に強

く染つて石灰の沈着 を示 し,Kossa法 で もいれ を確 認す

るいとがで きた。写真2も 同 じ く充実空洞の石灰沈着 を

示 し,線 維性瘢痕化病巣に埋れた一連の数個 の充実空洞

は,何 れ もKossa法 で石灰の沈着 を示 してお り,そ れ ら

の灌注気管 支は器 質的閉塞が 明 らかで ある。 また その瘢

痕性 となつた気管 支の一部 にには石灰化 が認 め られ るが,

いの病巣は 内容的 にには充実空洞 と同 じ もので,空 洞にに連

な る乾酪性気管支炎 の治癒 と共 にに,空 洞 内容が いいに閉

じいめ られた ものであ る。写真5は 前者にに比 してなお治

癒 の進 まない,活 動性 と もい える病巣であ る。写真 ににみ

るよ うに大小様 々の病巣 を認め るが,Kossa法 で石灰沈

着 を認め るのは,肋 膜 にに近 く存在す る被包乾 酪 巣 の み

で,中 枢部 ににある乾酪巣 は,な お新 しい もので被包化 さ

れず,石 灰の沈着 もみ られ ない 。なお いれ らの被包乾酪

巣 はいず れ も充 実空洞 であ るい とが確か め られた 。す な

わ ち被包化 とい う現象 は,乾 酪巣 の空洞化 に伴 い,そ の

被膜 肉芽 の増殖 および線維化 によつ て起 るもので ある い

とが,い れにいよつ て も明 らか に され るので あ る。写真4

は同 じく充 実空洞 の石灰化 を示 した もので あるが,石 灰

沈 着の度は同 じ充 実空洞 内で も種 々異 な るので ある。 い

れは充 実空洞形 成過程 にいおける液流 の関係 にによる ものと

恩われ,壊 死部 の一小部分 のみにに石灰化が み られ る と思

われ る場 合で も(写 真5),い れを連続切 片 で 検 す る

と,そ の石灰化部位が必ず被膜 の何処か と連絡 してい る

いとを知 るのであ る。写真6は,著 者が部分充実空洞 と

呼ぶ ものであ るが,石 灰化 はその空洞充実部 にに認 め られ

る(写 真7)。 鍍 銀染色 でその線維 構造 を染 出す い との

で きる壊死部,す なわち,乾 酪物質 の残存部分 は,原 則

として石灰の沈着 をみないのであ るが,時 には空洞充実

部1に接 して僅かなが ら石灰の沈着 をみ るいとが あ る(写

真8)。 いれは被膜 よ り空洞 に至 る滲 出路に相当 した も

の と推察 され るというであ る。写真9は 線維性空洞が充

実 した もので,最 中央の石灰沈着部 は空洞 充実部 に相当

し,中 層は肉芽増殖巣の線維 化傾向1にあ るもの,外 層 は

線維化 した被膜で ある。空洞壁にに石灰化 がみ られ る場 合

は,そ の極 く一部に限局 した石灰化 が多いのであ る。 い

れ を詳細 に検す ると,空 洞壁の乾酪物質 あるいは化 膿膜

が石灰化 した ものではな く,石 灰化 した充実空洞 を含 め

て広い乾酪巣が後 ににで き,そ の空洞化 と共 にに石灰化巣が

空洞壁 の一部 にに出現 した形 となつた ものであ る。空洞の

Kalksequesterと 呼 ばれ る もの も,い のよ うな石灰化巣

が空洞表面 に現われ,あ るいは空洞 内に落 ちいんだ もの

である。

b.結 核性壊死巣 中の病巣別石灰沈着 の頻度

著者 の もとで検索 した119病 巣にについて,そ の病巣 を

病理組織学 的にに乾酪巣,乾 酪空洞,部 分充実空洞(一 部

充実 と大部 充実),完 全充 実空洞 および浄化空洞 に分類

し,お のお のの石灰 沈着の比 率 をみ ると表 にに示す ご と

表 各 種 病 巣 の 石 灰 沈 着

(注)*印 は充実空洞1にのみ石灰沈 着陽 性

表中軽度陽性 とあるのは検鏡,錫 拡大以上で認 められる もの,高 度陽性 とあるのは肉 眼的に黒 く見え,石 灰が塊 をな してい る もので ある。

中等度陽性 はその両者の中間 に位す る もので ある。
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くな る。

まずい わゆる被包乾酪巣 と呼 ばれ る もの81例 中,石 灰

沈着 のみ られ る ものが41例(約50%)存 す る。 いれ を各

病巣別 ににみる と,乾 酪巣 は28例 中26例 ににおいて石灰沈着

は陰性 であ り,石 灰沈着 のみ られた2例 も,強 拡大で検

鏡 して,極 めて軽 度にに陽性 であつ たににす ぎなかつた。 い

れにに反 し部分充 実空洞 では41例 中30例 にに石灰沈着 を見,

完全充 実空洞 では,12例 中11例 にに石灰沈着 を 認 め て い

る。 いいで特記 しておかね ばな らぬ い とは,部 分充実空

洞 ににおい て,石 灰染色陽性 であつ た部分 は,す べて充実

した部位で あつ たい とで ある。すなわ ち,石 灰沈着は,

充実空洞 と乾酪巣 ににおい て,た とえ両者が密 に接 してい

て も,い と石灰沈着 にに関 しては,そ の線維構造 の有無 と

同様 にに著 明な差違が み られ るので ある。 いのいとは石灰

化 と充実空洞 との密接な関係 を明白 に示 してい る。石灰

沈着が陰性で あつた充実空洞の12例 は,被 膜お よび充実

空洞 内に生 きた好中球 の滲出像,あ るいは類壊死状態 の

それが み られ る ものが多 く,し たがつて充実空洞成立 後

の期間か らいつ て,極 めて新 しい もので あるいとが推察

された。

c.充 実空洞への石灰沈着 の機序

石灰沈着 の機序 にに関 しては,な お解決 されぬ多 くの疑

問 を残 してお り,そ れにに関連 してな し うる著者の発言 も

極 めて限 られた ものであ る。 とい うのは,今 回の著 者の

研究は,充 実空洞 とい う病理組織 学上の新 しい範 疇の設

立が主で あ り,石 灰化 はそれ にに伴つてた また ま導入 され

るい とになつた問題 にす ぎないか らで ある。 したが つて

石灰化 の機構 に関す る詳細は他 日にに譲 り,い いにには充 実

空洞の形 成過 程にに伴つて起つて くる石灰化の現象 を,形

態学的にのみ明 らかににし得た点にに触れ るにに留 めてお く。

先ににも述 べた通 り,二 次結核病巣ににおけ る石灰化 は,

充実空洞の形 成1に伴 つて起つて くる。空洞壁乾酪巣,あ

るいは気管支腔での石灰化 も,同 様充 実空洞 に関係 した

現象 であ るいとは,先 に述べ た というで ある。乾酪巣 あ

るいは滲 出の旺盛 な空洞 壁および化膿膜 には石灰化が起

らないで,い れが充実空洞 となつ て病巣が安定 した後,

石灰沈着 を起す いとの原 因 として,ま ず次 のい とが考 え

られ る。第1は 乾酪巣 と充実空洞 との質 的差違 である。

いの点にに関 して従来 明 らか に して きた い とは,乾 酪巣が

類 上皮細 胞壊死巣 であるに反 して,充 実空洞 は好中球壊

死巣 である点 である。第2は 乾酪巣 にに滲 出が起つた後,

強 い滲 出が徐 々に消褪 して遂 にに安定す るいとで ある。第

1の 点は,石 灰 の沈着基質 に関す る問題 にについ て,重 要

な示唆 を与 え るもので ある。すなわ ち,充 実空洞の石灰

化 の極 く初期 をみれ ば,写 真組,11,12の ご とく石灰化

は空洞 内にに滲 出 し,更 にに壊死崩壊 した好中球 の核片 を中

心 に沈着が始 ま るい とが判 明す る。石 灰化が強 くな るに

したが い,沈着 は次第 にに瀰漫性 とな り,壊死巣 に落 ちいん

だ線維構造 その他 に も及ぶ いととな る。 いのよ うに石灰

沈着 の基質 として,好 中球 核ない し好 中球 壊死 物質が 関

係す るい とについ ては,他 に種 々と傍証 を挙げ うるであ

ろ う。写真13は 山村氏法 による家兎肺 の結核性空洞作成

と併行 して,該 動物 にに化学療 法を施 した場合 ににみ られた

肺結 核病巣 の著 明な石灰化で あつ て,阿 武 山 日赤小西氏

の実験 した標本 を,著 者 らの もとで検 した節にに見出 した

ものである。 いの実験 ににお ける家兎肺病巣 の形成過程 を

みるに,好 中球 の参加が極 めて多い点は,人 の結核結節

の形成過程 と異 なる点 として,従 来著者 らの指摘 し来つ

た というである。すなわ ち,同 じ乾酪壊死巣 と い つ て

も人の類上皮細胞壊死 の乾酪巣 と異な り,家 兎 のそれは

好 中球 の壊死巣 とも称すべ きもので あつて,そ の性格は

乾酪 巣よ りもむしろ充実空洞1に比すべ きもの な の で あ

る。化学療 法にによつ て,い の壊死巣が安定化 し,治 癒に

向 うに際 して石灰化 の著 羽な点は,正 に著者 の説 に符合

す るので ある。 また臨床的 に,膿 胸治癒後 に肋膜 の石灰

化 を残す い とも,石 灰化 と好中球壊死 巣 との関係 を示す

もの として指摘 し得 るで あろ う。人初感染群の肺お よび

リンパ腺病変が石灰化 し易い点 も,粒 感染巣なれば いそ

好中球参 与の機会が ある もので あつて,人 初感染早期の

病巣 を線維素 性肺炎型 とす るZarflそ の他の報告 も,い

まだ著者はかか る症例 を検討す る機会 を持 ち得なかつた

のではあるが,好 中球壊死 と石灰化 との関係 を示す有力

な材料 として挙 げるい とがで きるで あろ う。

第2の 滲出炎 と石灰化 との関係は,石 灰が壊死巣の外

部 よ り運ばれて いれに沈着す る以上,必 ずや深 い関係あ

りと推定 するいとは当然の いとであ る。乾 酪巣 が形 成 さ

れ る場合には,類 上皮細胞を主 とす る滲 出性 あ るいは増

殖性病巣が,血 行障害等に よるamoxialに よつ て壊死 し

てで きる もので,し たがつ て乾酪巣 の被膜 を介 しての内

外の液 性交流 は極めて少 ない もの と思 われ る。 いれ に反

し乾 酪巣 が液化 あ るいは空洞化 す る場合 にには,乾 酪巣 の

被膜 よ り乾 酪巣 内部 に向つての滲 出が起 り,い れが被膜

の肉芽 の増殖 を招来 す る。厚 い被膜 を有 す る被包乾酪巣

あ るいは空洞 は,か くして成立す る ものであ り,被 膜 の

肉芽 の新生血管 よ り,空 洞 内に向 う滲 出は極 めて著 しい

ものが あ る。空洞 の灌注気管支が閉塞 を起 し,充 実空洞

を形成 した場合で も,そ の被膜 の腺維性瘢痕化が結果 さ

れ るまでは,肉 芽 よ り壊死巣 にに向 う滲出,し たがつ てそ

の被膜 の内外 の液性 の交流は,相 当著 しい ものが ある と

看倣 さね ばな るまい。充実空洞 の被膜 の一部 に,嘗 ての

滲 出部 に相 当して肉芽 の著 明な増殖 を示す部位 をみ るい

とがで きるが(写 真14,充 実空洞に石灰が沈着す る場

合 には,ま さ にいの部分にに相当 して著明 な石灰化が起 る

のである(写 真15,16。 滲出の最 も旺盛なのは もちろ

ん空洞 の存在す る場合で あるが,い の ときは石灰沈 着の

基質 であ る好 中球壊死物質が,滲 出 と共 にに流失す るため
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に石灰沈着 の暇が ない。空洞が充実 して,滲 出物が空洞

内に溜 り,被 膜 よ りす る液性 の交流 に乗つ て石灰が空洞

内壊死物質 に至つ て沈着す るこ ととな る もので ある。

IV総 括お よび考案

結核病巣 の石灰化 の報告,ま たこその石灰沈着の機序に

関す る報告は,内 外に数多 く見 ることがで きる。著者の

見解 によれ ば,石 灰化 に関す る研究は,石 灰の沈 着 して

い る病巣 の性略 を,ま ず明 らかにす ることよ り始 めねば

な らぬ と思 うので あるが,多 くの研 究は まず この点がお

ろそか に見逃 されてい るよ うに思われ る。著二者は今同,

二次肺結核病巣 を検索 して,充 実空洞な る組織 学上の新

しい範 疇 を設 けたこのであ るが,計 らず もこの研究 途 上,

二次肺病巣の石灰沈着 は,ほ とん どすべて この充実空洞

の形成 と関連 したこものであ ることを知 りえたこのであ る。

人の二次肺結核病巣 は,滲 出性あ るいは増 殖性 のい ず

れ にしろ,極 めて好中球 の少ない 類 上夜細 胞(ま たは大

滲出細胞)を 主 とす る病巣 として形 成 され る。したがつ て

かか る二次巣が 壊死 に陥つたこときは,類 上皮細胞壊死巣

とい うことが で きるであ ろう。病 巣の石灰 の沈着 は,必ず

壊死 病巣 に行われ るものであ るが,こ こに述べ たこ類上 皮

細胞壊死巣 に石灰沈着 をみ ることはない 。この病巣が後

に空洞化 し,さ らに治 癒傾 向の招来 と共 にその灌注気管

支が 閉塞 し,空 洞 内に滲 出 したこ好 中球 その他の滲 出物が

潴溜 し,そ の液性 成分が 吸収 され ていわゆる脱水現象が

起 るに したこがい,こ の空洞 内滲 出細胞壊死部 に石灰沈着

を きたす ので ある。す なわ ち,病 巣 の石灰化 は空洞充実

部 に起 るので ある。 肉眼的 に白亜化巣 ない しは豆腐様感

ある被包乾酪巣 は,そ のほ とん どが充実空洞で,そ の空

洞充実部 に石灰 の沈着 をみた もので ある。乾酪巣 の一部

が空洞化 したこ後 にで きたこ部分充実空洞では,そ の充実 し

たこ部分 のみに石灰が沈着す る。 またこ充実空洞 に石灰が沈

着 したこ後,周 囲病巣が壊死 に陥 る場合が ある。 広い病巣

の一部 に石灰沈着 をみると きは,か くして石灰巣が成立

したこもので ある。Heine(1956)1)がKalkseques士erと 呼

んだ空洞 内の石灰片は,こ の よ うに してで きたこ壊死 巣内

の石灰片が,空 洞の拡 大 と共 に洞 内に落 ち込 んで残留 し

たこものに他な らない。

空洞化に伴 う乾 酪巣被膜 よ り起 る滲 出炎 と石灰化 との

関係は,そ の滲出が石灰沈着 の基 質 と同時に石灰 自体 を

も病巣に齎す点で,石 灰化に対 しては重要 な位置 を もつ

てい る。服部氏(1956)2)が,乾 酪巣 の うちで滲 出炎 が

壊死化 したこ部位 に石灰化が強い と述べ てい るのは,空 洞

化 に伴つ て起 る被膜 よ りす る滲 出の液路 を示 した もので

あ る。被膜 よ り乾酪巣 内部 に滲 出が 起 る場合 には,初 期

には,常 に乾酪物質 の一小部分 にのみ滲 出が起 るもので

あ り,こ れが滲 出液 の流路 をなす こ とは著者 ら(1956)5)

の論文 に詳細に触れておいたこ。 この滲出液 の流 路に相 当

して石灰の沈着 をみ ることがあつて,こ れまたこ壊死巣 の

一部 にのみ石灰沈着 を きたこす こととな るが,こ の ときは

連続切 片で滲 出路 を被膜 まで追跡す るこ とがで きる。

石 灰沈着 の基質 に関 しては,最 近病巣 内酸性多糖体が

注 目 されてお り,そ の他 に脂 肪酸,核 酸等 の有機酸が考

え られ てい る。青木氏門下 の西山氏(1950)4,影 山氏

(1955)5ら は組織 の変性 によつ て生 じたこ糖蛋 白を基質

と看散 してお り,ま た服部氏2)は 滲 出細胞中の核酸 をそ

れ に擬 してい る。著者 は石灰化基質 に関 して,現 在なお

組織化学 的あ るい は化学的 な研究 を充分行つていないたこ

めに,こ の問題 を直接論ず ることはで きないが,石 灰沈

着 に関す る以 上の形態学的所見 よ り,石 灰沈着の基質は

滲 出したこ好中球 に直接関係 ある もの と看徹 してい る。石

灰化の初期 をみれば,病 巣 譲膜 よ り滲 出 し,壊 死 に陥つ

た好中球の核片 を中心に石灰沈着が進展 して くる像 を明

らか にす ることがで き,し たこがつて石灰化 の 初 期 は 少

くと も核酸 と関係 ある もの とす る服部氏 の主 張に同調す

る もので ある。肺の充 実空洞のみでな く,病 的石灰化 に

関 しては,現 在の ところ大 約 この考 え方 と矛盾 す るもの

はない と思 う。

石灰沈着 の機構は,介 在す る諸酵素 の問題,石 灰 と結

盗 してで きた塩類 の形等 なお研究分野 の広い問題 を残 し

てい る。著者 らが この点で触れ ることが で きる唯一一つ の

点は,病 巣のpBの 問題で あ る。 結核病 巣の 組織pH

の問題は,別 に安 平氏等(1957)6)に よつ て検討 され て

い るので,こ こには石灰化 に伴 つて病巣 のアルカ リ化が

起 り,こ れがなん らか の関係 を有す るこ ととな るで あろ

うことを述べ るに留 めてお く。

古来 多 くの文献 に病巣 の石灰化が記載 され てい る。 そ

の病巣 の病理組織学 的な記述 をみ るに,そ の ほ とんどが

充 実空洞 を指摘 で き,あ るいはそれ を推察 させ るものが

あ るが,充 実空洞 の組織学的 な認識の欠除の故に,そ の

結 論に誤 りを きた したこものが多い。後に述べ るよ うに,

充実空洞 は病巣 内の結核菌 の有無 に関 して も重大な関係

が あ り,病 型や予後 と も重要なつなが りを持つてい る。

充実空洞の 認識は,結 核病 巣に関 しての混乱 したこ問題 を

解 く1つ の鍵 とな り得 る もので あ る。

V結 論

結核病巣の石灰沈着 に関す る病理組織学的な検索の結

果,次 の結論 を得 ることがで きたこ。

1.二 次結核病巣の石灰化 は,充 実空洞 の空洞充 実部

に起 るものであ る。

2.乾 酪巣 の空洞化 と共 に,そ の被膜 よ り空洞に向 う

滲 出に伴つ て,石 灰 と石灰沈着 の基質が共 に病巣 に齎 ら

され る。

3.石 灰沈着 の基質 は,少 な くとも好中球の壊死 と関

係 した もので あ り,恐 らくは その崩 壊 したこ核片が 石灰化
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の核 をなすであ ろ う。

4.類 上皮細胞結節の壊死 してで きたこ乾 酪巣は,そ の

ままでは石灰沈 着 をきたこす ことはない。

(附記)本 研究 に当つ ては,和 風 会加茂 川病院,新 三

菱重工桂 病院 よ り切 除材料の恵与を うけた。関係 の各位

に深 い感謝 を捧 げます 。またこ文部省 科学研究費 によ る研

究 費の援 助を頂 き,研 究指導 と原稿校 閲は安平公夫助教

授 の労 をわず らわせた ところで あ る。附 記 して感謝 の意

を表 します。
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写 真 説 明

写真1.完 全充 実空洞 の石灰沈着 。写真 は第2編"充

実空洞の成立機序"に 示 した もの と同一病巣で,右 方 の

灌 注気管 支は瘢痕性閉塞 を きたこしてい る(Kossa)。

写真2.完 全充 実空洞 の石灰沈着(Kossa)。 肉眼 的

には白亜 化巣であつた。

写真3.充 実空洞 の石灰沈着 。右 方の大 きな病巣 は未

だ被包化 のみ られない乾酪巣 で,石 灰沈着 もみ られ ない

(Kossa)。

写真4,5.充 実空洞 の一部 にの み石灰沈着 。す なわ

ち,被 膜 との直接 のつ なが りその他 によつ て石灰化の強

弱がみ られ る(HE染 色)。

写真6,7.部 分充 実空洞 の石灰沈着。写真6(Ela-

stica van Gieson)で 線維構造の み られない右 方の充実

部位 に,写 真7(Kossa)で 石灰沈着が 明 らかで ある。

写真8.左 下辺矢印 の乾酪巣(滲 出路)に も石灰沈着

が あ る(Kossa)。

写真9.線 維性空洞の石灰沈着。中央の石灰沈 着部は

充実部位 に相 当す る(HE染 色)。

写真10,11,12.充 実空洞におけ る初期の石灰沈 着。

核 片を中心 として石灰沈着 が始 つてい ることが窺 え る。

なお写真11の 病巣周辺部 には著 明な 炭末 の沈 着が あ る

(写真10,11はHE染 色,12はKossa)。

写真13.家 兎肺 の実 験的空洞作成後,化 学療法施行例

にみ られたこ石灰沈着(HE染 色)。

写真14.充 実空洞の被膜 の一部 か ら強い滲 出がみ られ

る(HE染 色)。

写真15,16,空 洞へ の滲 出が 旺盛 であつ たこ部分 にみ ら

れ る強 い石灰沈着(写 真15はHE染 色,16はKossa)。



1

3

5

7

2

4

6

8



9

11

13

15

10

12

14

16


